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七
月
三
十
一
日
に
吹
上
浜
国
際
サ
ン
ド
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
江
口
海
浜
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
注
目
作
品
は
、香
港
か
ら
招
待
さ
れ
た

砂
像
チ
ー
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン（
左
写

真
）。

　
香
港
チ
ー
ム
以
外
の
各
チ
ー
ム
も
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
溢
れ
る
独
創
的
な
作
品
を
制

作
し
、
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

一
位　
下
水
丸

二
位　
社
団
法
人
串
木
野
青
年
会
議
所

三
位　
な
で
た
し
こ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　
七
月
九
日
に
東
市
来
地
域
、
十
日
に
日
吉
地

域
と
吹
上
地
域
で
吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　
　

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
き
れ
い
な
砂
浜
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
毎
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
両
日
と
も
早
朝
か
ら
の
作
業
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
、
流
れ
着
い
た
流

木
や
空
き
缶
、
空
き
瓶
を
分
別
し
な
が
ら
清
掃

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吹
上
地
域
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
合
わ

せ
て
、
環
境
保
護
活
動
の
た
め
の
寄
付
金
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
利
用
し

て
い
る
方
々
の
お
か
げ
で
き
れ
い
な
砂
浜
を
保

つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
ウ
ミ
ガ
メ

が
産
卵
で
き
る
砂
浜
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吹
上
浜
国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦

そのウラでは

吹上浜
国際サンドアート
フェスティバル

優勝した下水丸チーム、テーマ「にぎり  潰せ！」

日置のあつい夏！
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七
月
二
十
二
日
、
市
内
四
地
域
ご
と
に
、
平

成
二
十
三
年
度
日
置
市
小
学
校
水
泳
記
録
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
風
も
な
く
、
素
晴
ら
し
い
晴
天
に
恵

ま
れ
、
出
場
し
た
児
童
た
ち
は
、
友
達
や
保
護

者
の
声
援
を
受
け
て
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
大
い

に
発
揮
し
ま
し
た
。 市

内
小
学
校
水
泳
記
録
会

日置市小学校水泳記録会　記録（各地域　個人種目１位のみ）
※　赤で記載されているものは各地域での新記録です。

種　　　目 東市来地域 伊集院地域 日吉地域 吹上地域

自

由

形

６年男子 100m 宮永　梢汰（鶴）1'11"8 宮下　環伍（北）1'11"8 下原　健太（置）1'47"0 髙倉　裕輔（伊）1'32"6

６年女子 100m 宮前穗乃花（湯）1'10"2 井上　枝穂（伊）1'30"4 冨高　美紀（伊）1'16"9

６年男子 50m 下池倖太郎（湯） 37"6 植木　義将（伊） 37"1 永山　稔真（新） 46"6 眞竹　俊輔（伊） 36"1

６年女子 50m 宮前穗乃花（湯） 32"7 永田　彩良（伊） 40"6 牧元　佑美（新） 45"7 福留　那奈（伊） 43"9

５年男子 50m 永里　優和（美） 41"5 木下　天稔（妙） 41"0 草原　竜秋（住） 52"1 川之上航太（伊） 45"9

５年女子 50m 下池　統子（湯） 41"4 大重　愛美（妙） 44"0 赤間優里奈（置） 42"2 寺本みやび（伊） 48"5

６年男子 25m 野元　聖弥（伊） 22"1 野久尾勇人（吉） 17"4

６年女子 25m 泉　ももか（湯） 24"3 満冨絵里香（吉） 19"3

５年男子 25m 蓑田　海斗（伊） 23"3 上石坂　駿（伊） 17"1 下松　和磨（新） 21"5 川之上航太（伊） 20"7

５年女子 25m 松尾　千聖（湯） 22"7 尾堂　　楓（伊） 17"0 成田美南海（住） 23"5 寺本みやび（伊） 20"8

４年男子 25m 牧浦　博紀（置） 22"0 城ヶ崎竜也（伊） 17"3

４年女子 25m 潟山　千春（置） 22"5 久保　心乃（伊） 20"4

平

泳

ぎ

６年男子 100m 内田　和仁（湯）2'01"5 宮下　環伍（北）1'31"8 朝来野竜太（新）1'58"5 城ヶ崎真也（伊）1'32"5

６年女子 100m 東　理郁奈（鶴）2'05"4 秋元　あこ（伊）1'51"0 鮫島　三佳（吉）2'16"6 宇都きらり（伊）1'53"8

５年男子 100m 川畑　遼馬（新）3'20"4

５年女子 100m 立山ちなつ（置）2'31"5

６年男子 50m 宮永　梢汰（鶴） 43"9 植木　義将（伊） 54"2 野久尾勇人（吉） 56"5 城ヶ崎真也（伊） 44"6

６年女子 50m 帖佐　歩美（美） 57"9 濵川　茉子（飯） 53"7 牧浦　えみ（置）1'03"7 岡元　秀佳（花） 55"3

５年男子 50m 冨田　光裕（湯）1'03"3 和田　大志（伊） 55"7 岸之上陽平（置） 55"5 山下　友哉（伊） 58"5

５年女子 50m 今田　七海（湯）1'00"6 東　さくら（伊） 57"3 赤間優里奈（置） 58"7 左近充恵里香（伊） 53"7

６年男子 25m 鵜狩　達郎（置） 32"7

６年女子 25m 原口　　麗（吉） 35"0

５年男子 25m 上　健士郎（伊） 25"3 山下　友哉（伊） 27"0

５年女子 25m 木場　晴那（伊） 26"5 佐藤　彩加（住） 37"8 丸田　瑞希（伊） 34"2

４年男子 25m 桑原　優希（吉） 44"7 城ヶ崎竜也（伊） 22"2

４年女子 25m 岸之上加梨（置） 32"2 下園葉留奈（和） 45"6

背

泳

ぎ

６年男子 50m 嘉　　健汰（鶴） 54"3 安楽　涼允（伊） 55"6 柏木　駿希（永）1'01"7

６年女子 50m 寺園　　麗（鶴）1'07"1 里　萌々香（伊） 48"9 前岡　　櫻（新）1'31"2 宇都きらり（伊） 47"7

５年男子 50m 蓑田　海斗（伊）1'04"9 木下　天稔（妙） 54"2 下笠　智弘（置） 57"5 川野　　樹（伊） 59"6

５年女子 50m 下池　統子（湯） 49"7 尾堂　　楓（伊） 46"3 大西ひかり（置）1'12"0 坂中亜莉奈（伊）1'08"8

６年男子 25m

６年女子 25m

５年男子 25m 下松　和磨（新） 31"2 吉村　青空（伊） 31"2

５年女子 25m 中野　七海（新） 47"5 坂中亜莉奈（伊） 28"1

バ
タ
フ
ラ
イ

６年男子 50m 上原　康平（上）1'30"6

６年女子 50m 帖佐　歩美（美）1'03"3

５年男子 50m 永里　優和（美） 50"8

５年女子 50m 池田　瑠菜（伊）1'12"8

６年男子 25m 下原　健太（置） 25"3

５年男子 25m

個
人
メ
ド
レ
ー

６年男子 200m

６年女子 200m 宮前穗乃花（湯）2'49"6

５年男子 200m 永里　優和（美）3'41"4

５年女子 200m

６年男子 100m 眞竹　俊輔（伊）1'35"4

６年女子 100m 冨高　美紀（伊）1'26"7

５年男子 100m 川野　　樹（伊）2'10"5

５年女子 100m 左近充恵里香（伊）1'49"3

東市来地域
（鶴）⇒鶴丸小
（伊）⇒伊作田小
（湯）⇒湯田小
（上）⇒上市来小
（美）⇒美山小

日吉地域
（置）⇒日置小
（住）⇒住吉小
（新）⇒日新小
（吉）⇒吉利小
（扇）⇒扇尾小

吹上地域
（永）⇒永吉小
（伊）⇒伊作小
（花）⇒花田小
（和）⇒和田小

伊集院地域
（伊）⇒伊集院小
（飯）⇒飯牟礼小
（土）⇒土橋小
（北）⇒伊集院北小
（妙）⇒妙円寺小

市内小学校
水泳記録会

青い空！
きらめく海！
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場　所 伊集院総合運動公園
（陸上競技場）

日　時 毎週木曜日（１７：３０～１９：００）
毎週土曜日（１４：００～１７：００）

受講料 月額５００円

ＭＥＭＯ 走りの速い人も、そうでない人
も大歓迎。正しい練習方法で、
走りの基礎を学びましょう。

陸上教室

場　所 伊集院総合運動公園
（チェスト小鶴ドーム）

日　時 毎週土曜日または日曜日
１３：００～１６：００

受講料 月額７００円

ＭＥＭＯ 初心者も大歓迎！ラケットを
振って、心身ともにリフレッ
シュしましょう。

ソフトテニス教室

場　所 伊集院総合運動公園
（チェスト小鶴ドーム）

日　時 毎週木曜日
１３：３０～１５：３０

受講料 月額７００円

ＭＥＭＯ 今人気のスポーツです。初心者
も歓迎、楽しく体を動かしま
しょう。

硬式テニス教室

場　所 伊集院武道館

日　時 毎週木曜日
１０：００～１１：３０

受講料 月額７００円

ＭＥＭＯ 話題のストレッチポールで、コア
（体の中心）に刺激を与え、姿勢
を整えましょう。美しい身体にな
りますよ。肩こりの人はぜひ。

コア・コンディショニング教室

場　所 伊集院総合運動公園
（陸上競技場）

日　時 毎週水曜日	 	
１３：３０～１５：３０

受講料 月額３００円

ＭＥＭＯ 初心者大歓迎！みんなで楽しく
学び、そして笑い、健康づくり
にチャレンジ！

グラウンドゴルフ教室

場　所 伊集院総合体育館

日　時 毎週水曜日
１４：００～１６：００

受講料 月額７００円

ＭＥＭＯ テニスとバドミントンに似た、
誰にでも気軽にできるスポーツ
です。健康増進に最適です。

スポレック教室

場　所 伊集院武道館

日　時 毎週水曜日
１０：００～１１：３０

受講料 月額５００円

ＭＥＭＯ 大人気のトレーニング教室、スト
レッチにフラフープ・リズムダン
スに筋トレに。均整のとれた美し
い体になりたい人はどうぞ。

ストレッチ・トレーニング教室

　

ク
ラ
ブ
を
設
立
し
て
五
年
目
に

入
っ
た
「
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
」。
会

員
も
二
百
人
を
超
え
、
皆
さ
ん
が
生

活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
事
を

必
要
と
し
て
い
る
と
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
日
常
生
活
の

中
で
、
運
動
を
定
期
的
・
継
続
的

に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
今
日
も
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ

た
」
そ
う
思
わ
れ
る
よ
う
な
ク
ラ

ブ
を
目
指
し
て
、
チ
ェ
ス
ト
伊
集

院
は
今
日
も
頑
張
り
ま
す
。

「チェスト伊集院」の実績

年度 全体会員 総受講者数
22 205 人 307 人
21 185 人 274 人
20 151 人 221 人
19 113 人 180 人

入
会
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
！

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

	

「
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
」　
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場　所 伊集院総合体育館

日　時 （夜の部）毎週木曜日（１９：３０～２１：３０）
（昼の部）毎週金曜日（１４：００～１６：００）

受講料 月額５００円

ＭＥＭＯ 初心者から経験者まで、楽しく
汗をかきながら、一緒に学びま
せんか。

卓球教室

場　所 伊集院武道館

日　時 毎週金曜日
１０：００～１２：００

受講料 月額５００円

ＭＥＭＯ 年齢に関係なく、誰でもできま
す。楽しく踊ってリフレッシュ
しましょう！

フラダンス教室

場　所 伊集院総合体育館

日　時 毎週火曜日
１４：００～１６：００

受講料 月額５００円

ＭＥＭＯ 誰でも気軽にできるスポーツで
す。皆さん、一緒に汗をかきま
せんか。

ラージボール卓球教室

場　所 伊集院総合体育館

日　時 毎週火曜日
１０：００～１１：３０

受講料 月額７００円

ＭＥＭＯ みんな一生懸命、爽やかな汗を
流し、気分爽快になれる魅力あ
るスポーツです。

バドミントン教室

場　所 伊集院総合運動公園

日　時 毎週水曜日
９：００～１１：００

受講料 月額５００円

ＭＥＭＯ ドームやグラウンドで足・腰の
弱い方も楽しめますよ。初心者
歓迎です。

ペタンク教室

場　所 伊集院総合運動公園

日　時 毎週月曜日
１０：００～１１：３０

受講料 月額５００円

ＭＥＭＯ とにかくみんなで、楽しく田舎
道を歩きます。一人で歩くより
も、仲間と一緒に！歩きの原点
は正しい姿勢からです。

ウォーキング教室

　

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
を

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え
る

事
は
、
何
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
々

と
知
り
合
い
に
な
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
皆
さ
ま
が
、
笑
顔
で
生

き
生
き
と
運
動
し
て
い
る
姿
を
み

る
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
人
間

に
と
っ
て
動
く
、
そ
し
て
今
動
け

る
と
い
う
事
が
、
ど
ん
な
に
幸
せ

か
私
達
は
気
づ
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？　
　

　

自
分
の
体
は
自
分
で
し
っ
か
り

鍛
え
て
い
く
、
最
近
そ
う
心
掛
け

て
頑
張
っ
て
い
る
人
が
多
い
で

す
。
私
の
仕
事
は
一
人
で
も
多
く

の
方
々
に
、
運
動
す
る
す
ば
ら
し

さ
、
健
康
に
な
っ
て
い
く
事
へ
の

達
成
感
、
美
し
い
体
に
な
っ
て
い

く
喜
び
を
実
感
さ
せ
て
あ
げ
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
多
く
の
事

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
チ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
に
一
歩
一
歩

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
、
私

た
ち
と
共
に
！

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
経
験
し
て

（お問い合わせ先）
　コミュニティスポーツクラブ「チェスト伊集院」
　日置市伊集院総合運動公園
　　　　（チェスト小鶴ドーム内）
　ＴＥＬ　090-3884-2277
　ＦＡＸ　099-273-4212
　　　受付時間は、平日 8:30 ～ 17:00

「チェスト伊集院」
クラブマネジャー　船倉祥子さん

会員の区分 年会費および登録料

個人 高校生以下・６5歳以上・障がい者 １人当たり3,000円
一般（上記以外の個人） １人当たり5,000円

※ファミリー会員
（世帯を同じくしている人であれ
ば、人数は問いません）

上記金額から
１人あたり　
1,000円割引

※会費には、保険料・受講料は含みません。
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日置市農業委員の紹介
　７月20日に「平成23年度日置市農業委員会第１回
臨時総会」が開催され、平成23年７月20日から平成
2６年７月19日（公選任期）までの新体制が決定しま
した。
　日置市の農業振興のために農業委員は一丸となっ
て尽力しますので、皆さまのご理解、ご協力をよろ
しくお願いします。
　農地の問題や、各種手続き等につきましては、お
近くの農業委員や農業委員会事務局にお気軽にご相
談ください。片平　勇　会長 南　義孝　会長代理

議席 氏　　　　名 地　域 電話番号 自治会名 主　担　当　地　区 備　　　考

1 片　平　　　勇 東市来 274-６194 上 　 床 養母（荻 ･北山 ･上床） 会 長

2 南　　　義　孝 伊集院 273-６407 恋 之 原 恋之原・古城 会 長 代 理�
共 済 組 合 選 任

3 町　田　二　朗 東市来 274-６６25 高 塚 東 養母（高山）
4 迫　　　千穗子 日　吉 292-3380 内 　 門 吉利（北区 ･中区 ･南区）
5 池　田　澄　弘 東市来 274-1711 上伊作田 伊作田
６ 今　屋　政　市 吹　上 299-332６ 印 口 永吉
7 德　重　　　榮 東市来 274-5457 梅 木 養母（梅木・元養母）
8 窪　田　和　洋 吹　上 29６-5６６2 上 与 倉 与倉
9 東　　　芳　男 吹　上 29６-4801 入 来 湯之浦
10 野　元　政　博 日　吉 292-4704 住 吉 日置（住吉）
11 山　口　義　光 日　吉 292-3230 八 幡 日置（川東）
12 益　満　安　博 伊集院 273-4238 善 福 飯牟礼 ･大田・寺脇
13 的　場　勝　広 日　吉 292-5091 山 田 神之川・山田・日置（日新）
14 下　池　孝　一 日　吉 292-2284 植 木 日置（川西）
15 田　原　嘉　治 吹　上 29６-40６7 南湯之元 和田
1６ 室　屋　惠　藏 東市来 274-5489 丸 牧 湯田
17 横　山　義　晴 伊集院 273-94６4 中 川 中川・竹之山 ･土橋
18 東　福　泰　則 東市来 274-６550 田 代 西 養母（田代 ･立和名 ･鉾之原） 市 議 会 選 任
19 奥　　　和　俊 東市来 274-1484 下養母下 長里
20 漆　島　政　人 吹　上 29６-243６ 花 熟 里 花熟里・小野 市 議 会 選 任
21 二　石　純　一 日　吉 292-3837 二 潟 吉利（扇尾） 農業協同組合選任
22 米　倉　弘　二 伊集院 273-1014 郡 上 郡 ･妙円寺・野田 ･桑畑
23 山　口　義　廣 伊集院 273-６997 四 郎 園 清藤 ･猪鹿倉 ･徳重

24 南　　　宏　機 東市来 274-1833 堀 内 神之川・南神之川・美山・美山元寺脇・寺脇・
宮田

25 山　下　浩　二 伊集院 272-3238 麦生田下 麦生田・下神殿 ･上神殿
2６ 牧　迫　春　雄 伊集院 272-2991 上 方 限 下谷口
27 西　園　　　徹 吹　上 29６-3458 入 来 入来 ･今田 ･中之里 土地改良区選任
28 吉　岡　輝　雄 吹　上 29６-2838 南湯之元 中原・田尻

お問い合わせ先 農業委員会事務局　TEL 273-2111（内線 1192）
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Ｑ	
．
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ�

．
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、事
前
に

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

�　

事
情
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
今
後
の
納
付
計

画
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。　
　

　

�　

な
お
、
納
付
も
無
く
連
絡
も
無
い
場
合
は
、
差

し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
別
滞
納
整
理
課
質
問
箱

「
滞
納
Ｑ
＆
Ａ
」

Ｑ	

．
勤
務
先
の
給
与
担
当
者
か
ら「
市
役
所
か
ら
給
与

に
つ
い
て
照
会
が
き
て
い
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

	　

今
回
は
慌
て
て
納
付
し
ま
し
た
が
、
勤
務
先
に

知
ら
せ
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ�

．
税
金
等
を
滞
納
す
る
と
法
律
に
基
づ
き
す
べ
て

の
財
産
に
対
す
る
調
査
権
限
が
発
生
し
ま
す
。
こ

の
権
限
に
よ
り
調
査
を
受
け
る
勤
務
先
の
事
業
所

は
、
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

�　

な
お
、
こ
れ
ら
の
財
産
調
査
は
、
個
人
情
報
保

護
法
に
は
抵
触
し
ま
せ
ん
。

Ｑ	

．
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
ま
す
。
承
諾
な
し
で

預
金
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
ま
し
た
が
許
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ�

．
法
律
で
は
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
後
、
督
促
状
を
発

送
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な

い
場
合
は
、
本
人
に
対
し
て
、
事
前
の
連
絡
や
そ

の
同
意
が
無
く
て
も
差
し
押
さ
え
が
で
き
ま
す
。

　

�　

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
自
主
的
に
納
付
さ
れ
る

こ
と
を
お
願
い
す
る
た
め
、
督
促
状
を
発
送
後
も
、

文
書
や
電
話
な
ど
に
よ
り
、
滞
納
者
に
催
告
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
、
公
平
・
公
正
を
保
つ
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
、

滞
納
者
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

Ｑ	

．
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
給
与
を
差
し
押
さ

え
ら
れ
ま
し
た
。
借
金
の
支
払
い
が
あ
り
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

Ａ�

．
多
く
の
人
は
、
納
付
期
限
内
に
納
付
し
て
い
ま

す
。

　

�　

ま
た
「
税
金
は
す
べ
て
の
債
権
に
優
先
す
る
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
人
債
務
（
借
金
）
よ

り
税
金
等
は
優
先
さ
れ
る
の
で
す
。

　

�　

し
か
し
、
生
活
の
維
持
に
支
障
を
き
た
す
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
来
庁
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

�　

生
活
実
態
、
今
後
の
納
付
計
画
等
を
確
認
し
た

上
で
、
生
活
に
必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。

「ＳＴＯＰ 滞納 ！」
「滞納整理に本気！」を合言葉に、納付相談から裁判まで

　市税等を放置しておくと、負担が重くなったり、社会的信用を失うなど、
大変な不利益を被ることになってしまいます。通知書が届いたら、まず、
納付義務を果たす努力をしてください。もし、納付額に不満があったり、
納付が困難となった場合には早めにご相談ください。
　お問い合わせ先　
　　　本庁	特別滞納整理課　℡ 273-2111（内線 1170・1171）		

滞納処分を受けてからでは遅すぎます。

差し押さえ
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第 2 期 地 区 振 興 計 画
策 定 に 向 け て

　

第
２
期
地
区
振
興
計
画
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間

の
身
近
な
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
実
施
計
画
を
つ
く
る

も
の
で
す
。

　

そ
の
実
施
計
画
策
定
の
た
め
に
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
取
り
ま
と
め
た
課
題
一
覧
の
作
成
が
大
切
で

す
。 地

域
の
掘
り
起
こ
し
は

　
自
ら
の
目
と
足
で
！

　
第
２
期
地
区
振
興
計
画
は
、
第
１

期
計
画
（
21
～
23
年
度
）
を
基
本

に
、
引
き
続
き
地
域
の
身
近
な
課
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
策
定
さ
れ

ま
す
。

　
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
が
「
課

題
一
覧
」
で
す
。
課
題
一
覧
は
、
地

区
内
の
自
治
会
や
各
種
団
体
、
地
区

専
門
部
な
ど
多
様
な
団
体
が
、
日
常

困
っ
て
い
る
こ
と
や
拡
充
し
た
い
こ

と
、
改
修
し
た
い
箇
所
な
ど
を
持
ち

よ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
任
意
に
挙
げ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
課

題
は
「
市
道
」「
農
道
」｢

交
通
安
全

施
設｣

「
そ
の
他
」
な
ど
に
仕
分
け

て
地
区
が
取
り
ま
と
め
、
こ
の
一
覧

か
ら
３
カ
年
で
解
決
す
る
課
題
が
実

施
計
画
と
し
て
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
は
、
通
常
の

活
動
に
加
え
て
行
わ
れ
る
た
め
、
自

治
会
等
で
は
「
負
担
だ
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
す
。「
市
が
や
る
べ
き
業

務
を
地
域
に
押
し
付
け
て
い
る
」
と

い
っ
た
意
見
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
地
区
振
興
計
画
を
核
と
し
た
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
で
は
、
地
域
の
公

共
的
課
題
解
決
の
権
限
と
財
源
の
一

部
を
、
地
区
公
民
館
に
委
ね
て
実
施

す
る
、
地
区
と
市
と
の
共
生
・
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
第
１
期
計
画
で
は
、
自
治
会
長
の

交
代
ご
と
に
新
規
課
題
が
追
加
さ

れ
、
当
初
の
課
題
が
据
え
置
か
れ
る

状
況
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
課
題
一
覧
は
、
地
区
や
自
治
会
等

と
市
が
、
継
続
性
を
持
っ
て
地
域
課

題
を
共
有
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
３
年
先
を
見
据
え
て
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
目
線
で
、
地
域
を
「
ま
ち

あ
る
き
」
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

こ
に
は
、
課
題
だ
け
で
な
く
地
域
の

宝
物
も
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
第
２
期
地
区
振
興
計
画
策
定

に
向
け
て
６
月
下
旬
、「
地
域

づ
く
り
に
係
る
市
長
と
の
意
見

交
換
会
」
が
地
域
ご
と
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
に

は
、
地
区
公
民
館
か
ら
館
長
、

支
援
員
、
主
任
が
、
市
か
ら
三

役
、
地
域
担
当
部
長
、
地
域
づ

く
り
協
力
員（
地
区
担
当
課
長
）

が
出
席
。

　
「
自
治
会
と
地
区
が
力
を
合

わ
せ
て
活
動
で
き
つ
つ
あ
る
」

「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
で
住

み
や
す
く
な
っ
た
」「
自
治
会

担
当
職
員
が
協
力
的
」
等
の
意

見
が
あ
る
一
方
、「
生
涯
学
習

受
講
者
が
目
減
り
し
て
い
る
」

「
公
民
館
施
設
利
用
の
書
類
が

煩
雑
」「
業
務
が
多
様
化
し
て

分
か
り
に
く
い
」
と
い
っ
た
現

状
も
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

使
い
勝
手
の
よ
い
地
区
公
民
館

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
」
等
と

答
え
て
い
ま
し
た
。

継
続
性
あ
る
課
題
共
有
を

㉔㉔

　藤元地区公民館では６月 30 日、「これからの藤元を
語る会」のメンバーが地区内の宝物さがし。
　自治会などが行う生活基盤の課題とは違う観点で、「ま
ちあるき」を行いました。

地
域
ご
と
に
地
区
と
市
長
が
意
見
交
換

日吉地域では 6 月 23 日に行われました。
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火
災
を
想
定
、
迅
速
な
消
火
活
動

ま
っ
す
ぐ
手
を
上
げ　
み
ぎ
ひ
だ
り

明
る
い
地
域
を
育
て
よ
う

屋
内
消
火
栓
大
会

信
号
機
点
灯
式

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
第
二
十
四
回
屋
内
消
火
栓
競
技
大

会
が
、
七
月
二
十
一
日
に
市
消
防
本

部
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
各
事
業
所
に
設
置

さ
れ
た
屋
内
消
火
栓
取
り
扱
い
を
習

熟
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
消
防
意
識

と
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
屋
内
消
火
栓
は
、
比
較
的
大
規
模

な
事
業
所
に
は
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
今
回
は
十
九
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
大
会
ま
で
に
消
防
職

員
か
ら
学
ん
だ
操
作
を
、
真
剣
に
繰

り
返
し
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
番
ま
で
緊
張
し
て
い
た
チ
ー
ム

も
競
技
を
終
え
る
と
ほ
っ
と
安
堵
し

た
表
情
。
自
分
た
ち
の
競
技
を
、
和

や
か
に
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

一
位　
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
光
の
里

二
位　
日
置
市
役
所
Ｂ

三
位　
花
々
館
Ｂ

四
位　
小
正
醸
造

五
位　
日
置
市
役
所
Ａ

　
七
月
十
三
日
、
日
置
警
察
署
東
口

交
差
点
で
信
号
機
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
交
差
点
は
、道
路
幅
も
広
く
、

交
通
量
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
信

号
機
設
置
の
要
望
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
式
に
は
、
日
置
警
察
署
お
よ
び
市

関
係
者
の
ほ
か
に
、
朝
日
ヶ
丘
幼
稚

園
児
八
十
五
人
が
参
加
。
園
児
に
よ

る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
交
通
安
全
宣
言

が
行
わ
れ
、
園
児
代
表
と
徳
重
東
自

治
会
代
表
が
、
信
号
機
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
園
児
に
よ
る
信
号
渡
り
初

め
を
実
施
。
園
児
た
ち
は
、
手
を
ま
っ

す
ぐ
に
上
げ
、
何
度
も
右
に
左
に
安

全
確
認
を
し
な
が
ら
渡
り
ま
し
た
。

　
七
月
五
日
、「
第
六
十
一
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
が

始
ま
っ
た
の
を
受
け
、
日
置
市
保
護

司
会
の
会
員
ら
四
人
が
市
役
所
を
訪

れ
、
市
長
に
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
強
調
月
間
に
合
わ
せ
て
、
七
月
一

日
、
吹
上
地
域
で
は
吹
上
地
域
更
生

保
護
女
性
会
と
日
置
市
保
護
司
会
に

よ
る
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
員
は
、運
動
の
シ
ン
ボ
ル
「
ひ

ま
わ
り
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
そ
ろ

い
の
シ
ャ
ツ
を
着
用
。
吹
上
支
所
で

出
発
式
を
行
っ
た
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
広
報
活
動
を
展
開
し
、
更
生
保

護
の
心
を
広
め
、
運
動
へ
の
理
解
と

協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

行　政
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家
族
の
大
切
さ
を
実
感

災
害
時
の
飲
料
水
確
保
に

水
道
用
地
を
す
っ
き
り
清
掃

三
地
域
で
通
学
合
宿
学
寮

給
水
タ
ン
ク
寄
付

市
管
工
事
組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

　
伊
集
院
地
域
、
東
市
来
地
域
、
吹

上
地
域
の
三
地
域
で
、
五
月
中
旬
か

ら
六
月
中
旬
に
か
け
て
、
通
学
合
宿

学
寮
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
寮
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家

庭
を
離
れ
、
異
年
齢
集
団
に
よ
る
宿

泊
生
活
を
し
な
が
ら
通
学
し
ま
す
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
自
ら
の
甘
え
や

依
存
心
を
断
ち
切
り
、
自
主
性
・
協

調
性
な
ど
を
培
う
と
と
も
に
、
家
族

の
大
切
さ
を
考
え
、
心
豊
か
な
青
少

年
の
育
成
を
図
ろ
う
と
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
五
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

五
泊
六
日
の
日
程
で
、
小
学
五
年
生

か
ら
中
学
一
年
生
ま
で
の
三
十
九
人

が
参
加
。
伊
集
院
健
康
づ
く
り
複
合

施
設
ゆ
す
い
ん
を
拠
点
に
「
婦
人
会

と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
交
流
」や「
ね

ん
ど
を
使
っ
た
創
作
活
動
」「
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
の
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
で
の
ふ

れ
あ
い
」
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
六
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
の
三
泊

四
日
の
日
程
で
、
小
学
生
十
八
人
が

参
加
し
、
東
市
来
交
流
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
し
た
。「
バ
ー
ド
コ
ー
ル
制

作
」
や
夕
食
作
り
、
国
際
交
流
員
に

　
七
月
五
日
、
株
式
会
社
ベ
ル
テ
ク

ノ
九
州
営
業
所
（
福
岡
）
か
ら
、
自

社
で
製
造
し
て
い
る
給
水
タ
ン
ク

が
、
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
給
水
タ
ン
ク
は
、
緊
急
用
の

車
両
搭
載
型
の
タ
ン
ク
で
、
台
風
や

地
震
な
ど
の
災
害
や
大
規
模
断
水
時

の
飲
料
水
確
保
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
七
月
十
三
日
、
市
管
工
事
組
合
に

よ
る
市
内
四
地
域
の
水
源
、
配
水
地

の
草
払
い
や
側
溝
の
除
去
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、

毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
早
朝
か
ら

二
十
九
社
、
三
十
六
人
の
組
合
員
が

参
加
。
組
合
員
は
、
各
地
域
に
分
か

れ
、
安
心
安
全
の
水
を
供
給
す
る
た

め
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
非
常
に
暑
い
中
で
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
が
、
作
業
を
終
え

た
組
合
員
か
ら
は
「
す
っ
き
り
と
見

違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
っ
た
。

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
い
し
い

水
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

よ
る
「
韓
国
料
理
の
調
理
実
習
」
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
退
寮
式
で
は
、
家
族
へ
の
手
紙
が

保
護
者
へ
渡
さ
れ
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
ま
で

の
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
小
学
生

二
十
四
人
が
参
加
。
県
立
南
薩
少
年

自
然
の
家
を
拠
点
に
実
施
し
ま
し
た
。

「
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
ハ
ガ
キ
作

り
」
や
「
本
の
読
み
聞
か
せ
」「
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
の
英
語
を
使
っ
た
交
流
」
な
ど
、

地
域
の
特
色
に
応
じ
た
体
験
を
し
ま

し
た
。

　
最
終
日
は
、
吹
上
公
民
館
で
食
生

活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
に
昼
食
を
作
り
ま

し
た
。

　　
学
寮
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

「
ほ
か
の
学
校
の
友
達
が
で
き
た
。
自

分
で
食
事
を
作
っ
た
り
、
洗
濯
を
し

て
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
苦
労

が
分
か
っ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
意
欲
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
日
吉
地
域
の
「
通
学
合
宿

学
寮
」
は
、
十
月
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

伊
集
院
地
域
「
ゆ
す
い
ん
学
寮
」

東
市
来
地
域「
こ
け
け
ふ
る
さ
と
学
寮
」

吹
上
地
域
「
吹
上
ふ
る
さ
と
学
寮
」

協力してご飯作り（吹上）

中川水源地での作業（伊集院地域）

幻想的なともしびのつどい（伊集院）ＡＬＴと英語で楽しく会話（東市来）
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鶴
丸
小
学
校
（
東
市
来
）
で
六
月

二
十
一
日
「
感
謝
を
伝
え
る
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
感
謝
を
伝
え
る
の
は
、
今
年

三
月
ま
で
五
年
間
、
校
門
下
の
横
断

歩
道
で
登
校
指
導
を
さ
れ
た
野
元
幸

一
さ
ん
。

　
児
童
代
表
の
松
野
下
大
智
君
（
六

年
）
が
、「
長
い
間
、
毎
朝
登
校
す

る
僕
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た
後
、
学
校
と

各
学
級
か
ら
感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
野
元
さ
ん
は
、「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
応
募
し

て
、
五
年
の
節
目
と
な
る
今
年
三
月

ま
で
務
め
て
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

こ
ろ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
と
気
苦
労
も
多
か
っ

た
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や

成
長
が
楽
し
み
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
妙
円
寺
保
育
園
児
（
伊
集
院
）
と

保
護
者
会
が
、
八
月
三
日
に
市
長
を

訪
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
を

そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
年
齢

の
子
ど
も
た
ち
、
ま
た
復
興
の
手
助

け
に
な
れ
ば
」
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
た
義
援
金
。
七
月
九
日
に
開
催
さ

れ
た
妙
円
寺
保
育
園
の
夏
祭
り
の
際

に
、商
品
を
販
売
し
た
収
益
金
で
す
。

地
域
の
方
と
協
力
し
て
作
っ
た
「
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
セ
ッ
ト
（
お
は

し
、
お
は
し
入
れ
、
は
し
置
き
）」

や
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
、

園
児
た
ち
の
実
践
販
売
も
あ
り
来
客

に
大
好
評
で
し
た
。

　
七
月
四
日
、
田
代
公
民
館
（
東
市

来
）
で
電
動
車
い
す
の
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
一
本
橋

や
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行
を
実
習
し
、
操

作
方
法
の
注
意
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
電
動
車
い
す
の
用
水
路
等

で
の
転
落
に
よ
る
死
亡
事
故
や
、
そ

の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
電
動
車
い
す

の
事
故
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
電
動
車
い
す
の
操
作
に
は
、
細
心

の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

七
月
十
三
日
、
伊
作
小
学
校
で
、

地
震
か
ら
津
波
発
生
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伊
作
小
学
校
が
、
海
抜
十
㍍
台
の

低
い
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
、
初
め
て
津
波

に
備
え
る
避
難
訓
練
を
独
自
に
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　
訓
練
で
は
、
地
震
発
生
と
そ
の
後

の
津
波
を
想
定
し
て
校
庭
に
集
合

し
、
学
級
ご
と
に
約
五
百
㍍
離
れ
た

千
本
楠（
海
抜
約
六
十
㍍
）へ
移
動
。

八
十
段
余
り
の
階
段
を
上
り
、
約
十

分
で
避
難
を
完
了
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
判
断
し
て
避
難
が
で
き
る
よ
！

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」

近
い
年
齢
の
子
ど
も
の
手
助
け
に

電
動
車
い
す
の
操
作
に
は
ご
注
意
を
！

伊
作
小
学
校
津
波
想
定
避
難
訓
練

鶴
丸
小
学
校
感
謝
を
伝
え
る
会

妙
円
寺
保
育
園
義
援
金
寄
付

電
動
車
い
す
講
習
会
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気
軽
に
始
め
ら
れ
る
運
動
を
体
験

し
よ
う
と
、「
ス
ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
体

験
講
座
」
が
、
七
月
八
日
に
和
田
地

区
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
は
和
田
地
区
の
住
民
十
九

人
が
参
加
。「
サ
ー
ク
ル
す
ぴ
か
」

の
講
師
か
ら
ス
テ
ッ
プ
の
踏
み
方

と
、
ひ
ざ
を
痛
め
な
い
ポ
イ
ン
ト
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
一
回
の
運
動

は
約
十
分
。
講
師
は
「
基
本
を
守
っ

て
継
続
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。

足
腰
を
丈
夫
に
す
る
こ
と
で
姿
勢
も

よ
く
な
り
、
何
歳
に
な
っ
て
も
健
康

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
軽
快
な
音
楽
に
合
わ

せ
、
高
さ
二
十
㌢
の
台
を
上
り
下
り

す
る
と
汗
だ
く
に
な
り
ま
し
た
が
、

心
地
良
い
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う

で
、
和
や
か
な
表
情
が
浮
か
ん
で
い

ま
し
た
。

　
「
疲
れ
た
け
ど
、
気
持
ち
良
か
っ

た
」「
身
体
が
軽
く
な
っ
た
よ
う
だ
」

と
受
講
者
も
と
て
も
満
足
し
た
様

子
。
み
ん
な
で
楽
し
く
元
気
な
身
体

づ
く
り
を
行
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

七
月
十
三
日
、
住
吉
小
学
校
で
、

勤
労
生
産・奉
仕
的
行
事
と
し
て「
ト

イ
レ
掃
除
に
学
ぶ
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
掃
除
を
通
し
て
自
分
た
ち
の
「
心

の
す
さ
み
」
と
「
社
会
の
す
さ
み
」

を
な
く
す
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
鹿
児
島
掃
除
に
学
ぶ

会
」
の
指
導
の
も
と
に
開
催
。
全
校

児
童
と
職
員
、
保
護
者
に
地
域
の

方
々
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
素
手
で
行
う
作
業
に
初
め
は
抵
抗

の
あ
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
道
具
を

工
夫
し
て
使
う
こ
と
や
、
無
駄
を
な

く
す
こ
と
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
い

つ
の
ま
に
か
ト
イ
レ
磨
き
に
一
生
懸

命
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
約
二
時
間
の
清
掃
が
終
わ
り
、「
汚

れ
て
い
た
ト
イ
レ
が
、
磨
い
た
ら
き

れ
い
に
な
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ

た
」「
ト
イ
レ
が
き
れ
い
に
な
っ
て

自
分
の
心
も
き
れ
い
に
な
っ
た
気
が

す
る
」
と
感
想
を
発
表
す
る
子
ど
も

た
ち
の
表
情
は
、
生
き
生
き
と
輝
い

て
い
ま
し
た
。

　
七
月
三
十
日
、
市
中
央
図
書
館
日

吉
分
館
主
催
の
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

が
、
日
吉
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

親
子
二
十
人
が
参
加
し
、
牛
乳

パ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
パ
タ
パ
タ
動
か

す
と
絵
が
変
わ
る
「
キ
ュ
ー
ブ
パ
ズ

ル
」
を
親
子
一
緒
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。

　
七
月
十
五
日
、
市
商
工
会
東
市
来

支
所
で
、
社
団
法
人
串
木
野
日
置
法

人
会
か
ら
東
市
来
町
伊
作
田
の
伊
作

田
踊
り
保
存
会
へ
大
太
鼓
が
寄
付
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
法
人
会
が
毎
年
行
っ
て

い
る
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
で
あ

り
、
か
ね
て
か
ら
地
域
伝
統
芸
能
保

存
・
伝
承
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る

こ
と
か
ら
伊
作
田
踊
り
保
存
会
へ
寄

付
と
な
り
ま
し
た
。

　
法
人
会
東
市
来
地
域
代
表
の
西
ノ

園
純
男
会
長
か
ら
「
伝
統
芸
能
の
保

存
・
伝
承
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
太
鼓
が
手
渡

さ
れ
る
と
、
保
存
会
の
平
松
昭
弘
会

長
は
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

健
康
は
元
気
な
足
腰
か
ら
！

ト
イ
レ
磨
き
で
心
磨
き

会
話
も
は
ず
む
創
作
活
動

伝
統
芸
能
保
存
・
伝
承
に
役
立
て
て

ス
ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
体
験
講
座

ト
イ
レ
掃
除
に
学
ぶ
会

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

法
人
会
社
会
貢
献
活
動

贈呈を受けた伊作田踊り保存会 ( 右 )
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七
月
二
日
、吹
上
浜
運
動
公
園
体

育
館
で
、吹
上
地
域
婦
人
ふ
れ
あ
い

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
は
、吹
上
地
域
の
女

性
が
一
堂
に
会
し
て
連
携
を
深
め
、

お
互
い
が
理
解
し
あ
う
こ
と
で
、よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う

と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

競
技
に
は
、地
域
の
女
性
団
体
約

百
五
十
人
と
来
賓
も
参
加
。誰
で
も

楽
し
め
る
よ
う
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

競
技
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
楽
し

み
、元
気
な
歓
声
と
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

七
月
十
七
日
、
チ
ェ
ス
ト
小
鶴

ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
、
同

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
手

た
ち
は
、
ビ
ギ
ナ
ー
の
部
に
十
二

チ
ー
ム
、
ミ
ッ
ク
ス
の
部
に
十
一

チ
ー
ム
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
は
、
今
回

で
六
回
目
。
年
々
参
加
チ
ー
ム
が
増

え
、
市
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
選
手
た
ち
は
、
入
念
な
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
の
後
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
巧
み
な
足
さ
ば

き
や
パ
ス
ワ
ー
ク
を
披
露
。
チ
ー
ム

一
丸
と
な
り
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
時
折
見
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

に
は
、
観
客
か
ら
も
大
き
な
拍
手
と

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

【
ビ
ギ
ナ
ー
の
部
】

一
位　
Ｔ
ｒ
ｉ
ｅ　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

二
位　
オ
レ
ン
ジ
ボ
ー
イ
ズ

三
位　
Ｆ
Ｃ　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｍ
ｐ

四
位　
Ｓ
Ｐ
Ｓ

【
ミ
ッ
ク
ス
の
部
】

一
位　
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｉ
★

二
位　
Ｍ
Ｋ
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ

三
位　
Ｏ
Ｉ
Ｅ　
ｄ
ｅ　
Ｎ
Ｅ
Ｔ

四
位　
Ｆ
Ｃ
白
髭

【
Ｐ
Ｋ
大
会
】

一
位　
Ｂ
ｏ
ｂ
Ｚ
ａ
ｐ
ｐ

　

七
月
二
十
三
日
、が
ん
ば
ろ
う
湯

之
元
会
主
催
に
よ
る
「
湯
之
元
温
泉

と
う
ろ
う
祭
り
」が
、七
月
二
十
四
日

に
は
、東
市
来
町
飲
食
店
組
合
主
催

に
よ
る
「
夏
祭
り
」が
、市
商
工
会
東

市
来
支
所
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、地
域
内

外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま

し
た
。各
種
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、郷
土

芸
能
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
多
く
の
催
し
で
会
場
は

大
盛
況
。

　
会
場
入
口
お
よ
び
水
路
沿
い
に
は

色
と
り
ど
り
の
手
作
り
灯
籠
（
と
う

ろ
う
）が
飾
ら
れ
、そ
の
放
た
れ
る
優

し
い
明
か
り
は
幻
想
的
な
世
界
を
作

り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
西
酒
造

株
式
会
社
の
協
働
に
よ
る
花
火
の

打
ち
上
げ
も
あ
り
、訪
れ
た
観
客
は

次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
夏
の
風
物

詩
を
声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

眺
め
て
い
ま
し
た
。

女
性
の
元
気
は
地
域
の
力

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
大
歓
声

灯と
う

籠ろ
う

が
織
り
成
す
幻
想
的
な
世
界

吹
上
地
域
婦
人
ふ
れ
あ
い
運
動
会

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

と
う
ろ
う
祭
り
＆
飲
食
店
組
合
夏
祭
り
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七
月
八
日
、吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村

で
、安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、市
や
県

の
関
係
者
ら
が
出
席
し
、今
シ
ー
ズ

ン
の
無
事
故
を
祈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
は
、昭

和
二
十
四
年
に
開
村
し
、バ
ン
ガ

ロ
ー
や
台
座
付
テ
ン
ト
が
整
備
さ

れ
、本
格
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
が
体
験

で
き
る
県
内
で
も
老
舗
的
な
存
在
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、よ
り
身
近
に
自
然
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
エ
コ
に
も
な

る
と
、家
族
連
れ
な
ど
に
人
気
が
あ

り
ま
す
。今
年
も
多
く
の
家
族
が
利

用
し
、自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　
利
用
期
間
は
七
月
九
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
ま
で
。

　
市
国
際
交
流
員
の
李リ

濬ジ
ュ
ン

京ギ
ョ
ン

さ
ん
が

講
師
を
務
め
る
国
際
交
流
事
業
「
韓

国
味
の
旅
」
が
、
東
市
来
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
で
七
月
九
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
李
さ
ん
と
一
緒
に
韓
国
料
理
を
作

り
、も
っ
と
韓
国
の
食
文
化
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、今
年
で
三
回
目

の
開
催
。

　
今
回
は
、「
お
祝
い
の
時
に
食
べ
る

韓
国
料
理
」と
題
し
て
、デ
ジ
カ
ル
ビ

チ
ム
（
骨
付
き
カ
ル
ビ
の
煮
込
み
）、

ヘ
パ
リ
ネ
ン
チ
ェ
（
く
ら
げ
の
か
ら

し
和
え
）、チ
ャ
ン
チ
グ
ッ
ス
（
パ
ー

テ
ィ
ー
そ
う
め
ん
）の
三
品
に
挑
戦
。

参
加
者
は
、李
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ

シ
ピ
を
参
考
に
美
味
し
そ
う
な
韓
国

料
理
を
作
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
「
韓
国
料
理
に
は
、

ニ
ン
ニ
ク
と
ご
ま
油
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
他
に
韓
国
で
は
、
お
菓
子

よ
り
果
物
を
よ
く
食
べ
ま
す
。
お
菓

子
は
日
本
の
方
が
お
い
し
い
で
す
」
と

李
さ
ん
が
話
を
す
る
と
、
参
加
者
は
、

興
味
津
々
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
韓
国
味
の
旅
」は
、七
月
か
ら
毎

月
一
回
の
全
四
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
わ

れ
、毎
回
設
定
さ
れ
た
料
理
テ
ー
マ

を
李
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
作

り
上
げ
ま
す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
手
に
入
れ

て
韓
国
料
理
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
全
国
各

学
校
を
訪
問
し
、
運
動
の
楽
し
さ
と

自
主
的
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
を
教
え
る
「
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
派
遣
指
導
事
業
体
操
競
技
教

室
」
が
、
美
山
小
学
校
（
東
市
来
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
、
元
体
操
競
技
選

手
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
森
末
慎
二
さ
ん
。

　
森
末
さ
ん
は
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

目
立
ち
た
が
り
屋
で
、
鉄
棒
が
大
好

き
で
し
た
。
体
操
を
始
め
た
の
は
高

校
入
学
し
て
か
ら
で
す
」
と
昔
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
実
技
で
は
、
マ
ッ
ト
運
動
と
鉄
棒

の
二
種
目
を
指
導
。
さ
す
が
金
メ
ダ

リ
ス
ト
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
鮮
や
か

な
お
手
本
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
は
驚
き
の
声
が
あ
が
り
、
子
ど

も
た
ち
も
森
末
先
生
の
丁
寧
な
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
が
上
手
く
な
る
に
は

遊
ぶ
こ
と
。勉
強
も
大
事
だ
け
れ
ど
、

小
学
生
の
皆
さ
ん
は
遊
ぶ
の
も
大
切

な
仕
事
で
す
。
た
く
さ
ん
遊
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
森
末
先
生
。
運
動
の
楽

し
さ
と
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

自
然
の
風
で
エ
コ
に
夏
を
楽
し
ん
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
味
わ
う
、
お
隣
り
韓
国

金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
美
山
に
や
っ
て
き
た
！

吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
開
村
式

韓
国
味
の
旅

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
指
導
事
業

観光・イベント
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の
花

�

重
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佳
子
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ぎ
わ
に
日
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け
に
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朝
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の
一
輪
咲
き
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う

�

原
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耕
治
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の
風
に
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こ
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日
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�
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎
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みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

がん検診受けてよかった
～早期発見・早期治療で助かった生命～

第１章　がん発見！
　仲の良い主人と市の肺がん検診を受けた１カ月後・・・。市役所から封筒が届きました。中身は「胸
部に異常な点が見つかったので精密検査を受けてください」という内容。すぐにかかりつけの病院でレ
ントゲンを受けると、腫瘍がはっきり写りました。それから大きな病院を紹介され、いくつかの病院で
たくさんの検査を受けました。いよいよ検査結果の説明の日・・・しばらく重い空気が漂っていた時、とっ
さに主治医に「私がんなんでしょう？」と言っていました。数秒後、主治医は「そこまで分かっていた
ら話は進めやすいね」と言って、すぐに入院日と手術の日が決まりました。

　市では、今年も各種検診を行っています！すでに終了した検診もありますが、9月まで行っている検
診もあります。各種がん検診や特定健診を受診されたい方は、本庁健康保険課または各支所市民課まで
お問い合わせください。

第３章　がんと付き合いながら、楽しく生きていく！
　今でも定期検査を受けています。これからもずっと続いてい
くことだと思います。病気を時々なだめたりしながらお友達の
ように長く付き合っていくことが、今から先の課題です。
　病気に負けずにお友達をいっぱい作り、楽しくおおらかに大
きな声で笑い合って生きていきたいと思います。

第２章　がんとの戦い！
　手術の日の朝、「もうここまできたら！」と度胸を据えて、主人の顔を見て笑顔で手術室に入って行き
ました。手術は６時間にも及びました。手術後は、体中に電気が走るような痛みで、咳やくしゃみをす
るのに苦労しました。その５カ月後、今度は胃に腫瘍が見つかりましたが、内視鏡で腫瘍を取ったので
この時は楽でした。
　入院して初めて生命ほど尊いものはないと命の重みを実感しました。がんは早期発見早期治療、これ
に勝るものはない！がんは早期発見なら怖がる病気ではないのだと思いました！

　伊集院にお住まいの吉永ルリ子さん（74歳）。市の検診でがんが発見され、２回の手術を受けて今で
は元気に過ごされています。今回は、そんな吉永さんにがん克服物語を語っていただきました！

フラダンスに健康体操、おしゃれと多趣味な吉永さん（中央）

吉永さんから皆さんへのメッセージ♥
　一人でもがんから命を救えたらと思い、今回のお話をさせていただき
ました。どうぞ皆さん、花の短い人生を送ることがないよう、健康診断
は自分から進んで受けてしっかり健康管理を行ってください！
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�

七
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

半　
　
姫ひ

め
莉り　
勝
則　
　
徳
重
東

名
越　
音お

と
羽は　
敏
彦　
　
妙
円
寺
七
区

湯
田
平
桜お

う
雅が　
正
弘　
　
妙
円
寺
二
区

田
中　
詩う

た
乃の　
秀
一　
　
妙
円
寺
九
区

馬
場　
健た

け
瑠る　
晋
也　
　
恋
之
原

惣
津　
咲さ

く
良ら　
貴
紀　
　
麓
東

稲
留　
優ゆ

う
大と　
廣
人　
　
清
藤

束
野　
博ひ

ろ
斗と　
博
樹　
　
猪
鹿
倉

福
留　
瞬し

ゅ
ん　
　
明　
　
　
立
野

大
内
山　
魁は

じ
め　
渡　
　
　
妙
円
寺
三
区

阿
多　
倫と

も
基き　
一
基　
　
妙
円
寺
九
区

川
越
い
ち
か　
勇　
　
　
瀬
戸
内

小
野　
桃も

も
花か　
英
則　
　
郡
下

江
藤　
勇ゆ

う
介す

け　
竜
太　
　
妙
円
寺
九
区

田
川　
倫み

ち　
　
哲
司　
　
向
江
町

甫
立　
葵き

咲さ
き　
将
章　
　
徳
重
東

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

下
別
府
來ら
い
煌き　
達
也　
　
向
湯
田

原
﨑　
昴す
ば
瑠る　
貴
峰　
　
古
市

柳
園　
愛な

な々　
利
一　
　
上
野
西

前
屋
敷
愛あ
い
莉り　
勇
気　
　
中
央

下
野　
優ゆ
う
心し
ん　
和
典　
　
田
代

楠
元　
凪な
ぎ
夏か　
宗
樹　
　
田
之
湯

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

鮫
島　
未み

羽う　
肇　
　
　
中
区

野
元　
芽め

依い　
勝
幸　
　
諏
訪

�

七
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

田
村　
勉　
　
　
77　
中
福
良

今
村　
輝
志　
　
88　
猪
鹿
倉

橋
口　
安
憲　
　
7６　
猪
鹿
倉

戸
木
田
恭
二　
　
82　
中
福
良

宮
下　
修　
　
　
80　
麦
生
田

吉
村
キ
ヨ
子　
　
74　
腰

山
下　
三
郎　
　
85　
徳
重
東

新　
　
ヒ
テ　
　
87　
麦
生
田

吉
村　
秀
夫　
　
91　
妙
円
寺
五
区

宮
下
オ
ミ
ネ　
　
90　
麦
生
田

東
條
チ
ヱ
子　
　
74　
竹
之
山

比
良
ト
シ
ヱ　
　
85　
中
川

瀧
聞
美
須
江　
　
8６　
上
神
殿

前
之
園
秀
雄　
　
93　
天
神
馬
場

福
永　
努　
　
　
7６　
下
神
殿
一
区

柿
内
サ
ク
ラ　
　
85　
妙
円
寺
二
区

吉
村　
幸
子　
　
92　
麦
生
田

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

肥
後　
丸
雄　
　
87　
南
神
之
川

新
川　
三
郎　
　
74　
城
之
町

永
山　
義
典　
　
97　
梅
木

前
野　
吉
男　
　
89　
江
口

德
田　
幸
一　
　
77　
坂
之
上
下

町
田　
佳
子　
　
7６　
上
伊
作
田

西　
　
操　
　
　
84　
中
央

奥　
　
利
生　
　
87　
元
湯

蓑
田　
豊
作　
　
77　
平
迫
比
良

溝
口　
英
成　
　
78　
美
山

島
田　
隆
良　
　
70　
高
山

岡
村　
豊
彦　
　
70　
美
山

今
村　
タ
メ　
　
93　
荻

立
和
名
正
行　
　
82　
高
山

柿
本
ト
ミ
枝　
　
90　
川
北

三
輪　
孝
宏　
　
79　
杉
之
迫

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

軸
屋　
治
美　
　
59　
柿
の
谷

山
口　
益
雄　
　
77　
山
田

滿
尾　

夫　
　
85　
帆
之
港

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

小
山
田
盛
美　
　
9６　
上
和
田

榊　
ヤ
ス
子　
　
82　
瀬
谷

堀
之
内
光
枝　
　
93　
小
野
馬
場

堀
之
内
ユ
キ　
　
89　
草
田
原

脇　
フ
ミ
子　
　
91　
小
野

島
木　
フ
ミ　
　
95　
下
田
尻

月
野
ノ
ブ
子　
　
81　
浜
田

久
保　
博
次　
　
57　
苙
岡

島
木　
繁　
　
　
91　
東
宮
内

山
野　
キ
セ　
　
9６　
入
来
浜

野
入　
敏
子　
　
77　
中
津

※
訂
正
と
お
わ
び

　
広
報
ひ
お
き
７
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
Ｐ
11
「
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
」　

表
１

　
誤　
伊
佐

　
　
　

 

↓

　
正　

�

伊
作

　
Ｐ
20
「
わ
が
地
域
（
亀
原
自
治
会
）」�（
敬
称
略
）

　
誤　

原
田　

認

　
　
　
　

 

↓

　
正　

永
田　

認
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75

前
まえ

田
だ

　和
かず

之
ゆき

さん〔75歳〕
吹上町湯之浦（湯之浦自治会）
●吹上町観光ガイド協会会長
●精神障害福祉ボランティア‘ひこばえ’会長
●吹上町郷土研究会会長
●吹上町日新公顕彰会会員
●日置市観光協会理事

日
置
市
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
架
け
橋
に
な
り
た
い

　
「
観
光
バ
ス
の
乗
客
が
一
日
遊
ん
で
笑
顔
で
帰
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
。
ま
た
、

い
か
に
し
て
乗
客
の
心
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
腕
の
見
せ
所
で
す
」
と
話
す
前
田
和
之

さ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
会
長
を
兼
務
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
幅
広
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
吹
上
町
観
光
ガ
イ
ド
協
会
の
活
動
を
中
心
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
吹
上
町
観
光
ガ
イ
ド
協
会
が
発
足
し
た
の
は
十
四
年
前
。
発
足
当
時
か
ら
会
長
を
し
て
い

ま
す
。
仕
事
を
退
職
し
、
関
東
か
ら
吹
上
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
町
並

み
を
知
る
た
め
、
自
分
で
町
を
回
り
、
遊
び
な
が
ら
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
「
遊
び
に
来
ら
れ
た
観
光
バ
ス
の
乗
客
が
質
問
し
た
り
話
し
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
初
期
の
目
的
は
達
成
で
す
。
乗
客
の
コ
メ
ン
ト
を
拾
っ
て
い
く
こ
と
も
楽
し
い
で
す
。
た

だ
ア
ド
リ
ブ
に
な
る
の
で
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
」
と
ガ
イ
ド
な
ら
で
は
の
経
験
談

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
日
置
市
で
今
一
番
の
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
を
聞
く
と
「
や
っ
ぱ
り
大お

お
汝な

牟む

遅ち

神
社
で
す
。
神

社
も
素
敵
で
す
が
、
千
本
楠
は
圧
巻
の
一
言
。
鹿
児
島
県
内
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

注
目
を
浴
び
て
い
る
の
で
、
是
非
一
度
は
見
て
ほ
し
い
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
先
日
、
伊
集
院
で
ガ
イ
ド
養
成
の
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
後
は
各
地
域
ご
と
に
ガ

イ
ド
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
住
ん

で
い
る
地
域
の
方
が
一
番
分
か
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
今
後
の
目
標
を
話
し
ま
す
。

　
今
日
も
長
年
培
っ
た
巧
み
な
話
術
で
乗
客
を
沸
か
せ
、
楽
し
み
な
が
ら
日
置
市
の
良
さ
を

紹
介
し
て
い
る
元
気
な
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

下笠　花
か

音
のん

ちゃん　（３歳５カ月）

　　　一
かず

翔
と

くん　　（１歳６カ月）

父　政一さん　母　まり子さん
（吹上町中之里）

■おかあさんから
　私たちをパパとママに選んでくれてあ
りがとう。
　これからも元気にスクスク育ってね。

今中　結
ゆ り

里ちゃん　（４歳９カ月）

父　信幸さん　母　真弓さん
（日吉町日置）

■おかあさんから
　ちょっぴり恥ずかしがりやの結里ちゃ
ん。習いごとのダンス＆体操が大好き !!
　これからも夢に向かって元気に育って
ください。



2011.819

　日新小学校の前の道路を、山田自治会に向かって下り終え
た平地に、田の神像と水神が並んで祀

まつ
ってあります。水神に

は、宝永７（1710）年と刻まれています。田の神像が同じ
時期に造られたものだとすると、県内でも最も古い田の神像
になります。
　田の神像は、18世紀の始めごろから造られるようになり
ました。時代や地域によってさまざまな形があります。仏像
型や僧型、神社の神様をモデルにした神

しん
像
ぞう
型や神

しん
職
しょく
型など

があります。
　山田の田の神は大きな笠状のシキをかぶり、右手にはメシ
ゲを左手には椀を持っています。南九州で最も数が多い「田
の神舞

まい
神
しん
職
しょく
型」です。

　昔は坂の中ほどに祀られていましたが、道路改修や土地の
崩落などの危険などで何回か移動され、平成６年 12月に現
在の地に安置されました。

『習字』

　
僕
は
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら

今
ま
で
、
部
活
動
で
あ
る
野
球
を

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

放
課
後
の
部
活
か
ら
帰
宅
し
た
後

も
走
っ
た
り
素
振
り
を
し
た
り
す

る
な
ど
、
日
々
の
努
力
の
積
み
重

ね
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
精
一
杯

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
部
活
動
も
先
日
の
地
区

総
体
を
最
後
に
引
退
し
、
新
た
に

力
を
注
ぐ
べ
き
も
の
が
で
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
受
験
で
す
。
高
校

は
中
学
校
の
義
務
教
育
と
は
異
な

り
、
自
分
の
意
志
で
ど
こ
に
行
き

ど
ん
な
勉
強
を
す
る
の
か
決
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
僕
に
は
今
、
将
来
こ
ん
な
職
に

就
き
た
い
と
い
う
は
っ
き
り
と
し

た
夢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

高
校
か
ら
更
に
大
学
へ
と
進
学

し
、
勉
学
に
励
み
た
い
と
い
う
目

標
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
野
球
と
同
じ

よ
う
に
、
日
々
の
努
力
が
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。
学
校
で
の

授
業
や
自
宅
で
の
学
習
に
今
ま
で

以
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
第
一

志
望
校
合
格
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
野
球
か
ら
学
ん

だ
「
努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
こ
れ
か
ら

自
分
に
で
き
る
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
吉
中
学
校
　
三
年
　
奥
　
将
臣
さ
ん

外
と

島
しま

　遵
じゅん

子
こ

さん（65歳） 伊集院町妙円寺

　三十歳のときに始めた習字。きっか
けを作ってくれたのは今は亡き主人で
した。そしてその主人が亡くなった時
に私を支えてくれたのも習字でした。
現在も中央公民館の講座に通っていて、
たくさんの素敵な仲間に囲まれながら
日々精進しています。鹿児島県書道展
で特別賞をいただいた時は本当に嬉し
かったです。
　「字は人となりを表す。楽しく書くこ
とが一番」とお世話になっている先生に教えていただきました。
これからも楽しく素直な心を忘れずに習字を書き続け、自分が
亡くなった時に形見になる作品を残したいという目標に向けて
頑張りたいと思います。

72

　山田の田の神（日吉地域）

　

ウッドタウン

小正醸造

岩屋観音
山田公民館

日新小学校

270

受
験
に
向
け
て
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　5１，４１４人（▲5４）
　男　　　２４，０７０人（▲２９）
　女　　　２７，３４４人（▲２5）
世帯数　　２２，６２６　（▲ 5）
８月１日現在（　）は前月比
東市来地域　１２，４３２人
伊集院地域　２４，６２７人
日吉地域　　� 5，４55人
吹上地域　　� ８，９００人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「一致団結」
　子どもから大人までみんなで協力して
サンドアート作り。真夏の日差しの中一
生懸命頑張っていました。
「吹上浜国際サンドアートフェスティバル」
� P２関連記事

No.7６ 平成23年8月号
　　　　　　　　２０11． 8． ２６発行

妙円寺九区自治会
（伊集院地域）

　

妙
円
寺
九
区
自
治
会
は
、
平

成
十
二
年
に
妙
円
寺
二
区
か
ら

独
立
し
て
で
き
た
新
し
い
自
治

会
で
す
。
非
常
に
大
き
く
、
平

成
二
十
三
年
八
月
一
日
現
在
で
、

三
百
十
一
世
帯
、
千
七
十
六
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
団
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
出
身
者
が
意
見
を

出
し
合
い
、
協
力
し
な
が
ら
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
積
極
的
に
行
い
、
住
民
同

士
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

妙
円
寺
九
区
自
治
会
（
伊
集
院
地
域
）

住
民
の
調
和
の
と
れ
る
自
治
会
を

　

妙
円
寺
小
学
校
と
伊
集
院
北
中
学

校
の
間
に
あ
り
、
小
中
学
生
が
行
き

交
う
に
ぎ
や
か
な
妙
円
寺
九
区
自
治

会
。
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
周
年
を
迎
え
、
毎
年
恒
例

の
十
五
夜
綱
引
き
大
会
に
加
え
、
お

祭
り
を
開
催
。
地
域
住
民
に
大
好
評

で
、
十
周
年
の
節
目
と
し
て
素
晴
ら

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、

毎
年
お
祭
り
を
開
催
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
今
年
の
八
月
七
日
に

夏
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ア
ギ

タ
ー
大
会
や
大
人
や
子
ど
も
た
ち
の

ダ
ン
ス
に
お
祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い

屋
台
。
こ
ち
ら
も
地
域
住
民
に
笑
顔

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
活
動
と
し
て
は
、
年
四
回

の
自
治
会
広
報
紙
の
発
行
、
正
月
に

行
わ
れ
る
新
年
餅
つ
き
大
会
に
、
年

二
回
の
清
掃
奉
仕
作
業
な
ど
、
地
域

住
民
が
非
常
に
積
極
的
に
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域

の
連
帯
感
を
高
め
る
た
め
に
創
設
し

た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
ナ
イ
ン

ズ
」
や
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
お
母

さ
ん
た
ち
に
も
、
活
動
参
加
の
声
か

佐多申至会長

大好評だったエアギター大会

息ぴったりの新年餅つき大会

け
を
し
て
い
た
だ
き
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
発
足
し
た
高
齢
者
ク

ラ
ブ
、
約
二
百
人
の
子
ど
も
を
ま
と

め
て
い
る
育
成
会
な
ど
、
専
門
部
活

動
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
長
を
中
心

と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
地
域
の
た

め
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
防
災
組
織
づ
く
り
、
地
域

住
民
の
防
災
意
識
向
上
を
念
頭
に
お

き
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活

動
を
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

行
事
を
通
し
て
交
流
を
図
り
、
調
和

の
と
れ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
自

治
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
夏
と
い
え
ば
海
！
海
と
い
え
ば
吹

上
浜
！
暑
く
て
熱
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
書
く
の
は
８
月
上
旬
で

す
が
、
発
行
さ
れ
る
の
は
夏
も
終
わ

り
に
近
づ
く
８
月
下
旬
。
皆
さ
ま
夏

を
存
分
に
楽
し
ま
れ
た
で
し
ょ
う

か
。
私
は
一
足
先
に
仕
事
の
合
間
を

ぬ
っ
て
新
婚
旅
行
に
行
き
、
近
場
で

し
た
が
夏
を
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
▼
夏
と
い
え
ば
思
い
出
す
の

は
宿
題
。
夏
休
み
だ
ー
と
浮
か
れ
て

遊
ん
で
気
付
け
ば
残
り
一
週
間
。
宿

題
を
し
て
い
な
い
と
泣
き
な
が
ら
家

に
こ
も
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
▼
そ

ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
今
の

自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
広
報

紙
の
入
稿
前
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
大

騒
ぎ
し
な
が
ら
慌
て
て
修
正
を
す
る

始
末
。
あ
れ
？
昔
と
全
く
変
わ
っ
て

い
な
い
気
が
す
る
の
は
自
分
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
幼
少
期
の
心
を
忘
れ
て

い
な
い
と
言
え
ば
…
ご
ま
か
せ
な
い

で
す
よ
ね（
汗
）▼
ち
ょ
う
ど
良
い
反

面
教
師
も
い
ま
す
し
、
生
ま
れ
て
く

る
我
が
子
に
は
、
同
じ
思
い
を
し
な

い
よ
う
に
計
画
を
立
て
て
宿
題
を
し

て
ほ
し
い
な
と
。
鷹
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
今
日
こ

の
ご
ろ
で
す（
笑
）

編
集
た

い
む


